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チャレンジャーズアカデミー
実施にあたって
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IMD( 国際経営開発研究所)が発表した「世界競争力年鑑2022 」による
と、ビジネス分野における近年の日本の『世界競争力』は大幅に落ちており
、今後、日本ではグローバル社会で活躍できる人材の育成が急務であると
いえます。

そこで、海外を経験したアスリートが、日本の未来を担う子どもたちへ自身の
経験や想いを子どもたちに伝えることで、夢やチャレンジ精神をもつことの大
切さを知ってもらい、国際社会での活躍を意識してもらえるよう、アスリート
先生による学校授業プログラム「チャレンジャーズアカデミー」を立ち上げまし
た。

いくつもの困難を乗り越え、自身の夢や目標に向かい、世界を舞台に挑戦
してきたアスリートたち「チャレンジャーズ」のことばや経験は、子どもたちに気
づきをもたらし、勇気を与える力があると信じています。

同時に、学校教諭の指導力向上や働き方改革の一助となること、また、ア
スリート達の社会貢献の場となり、セカンドキャリア支援となる仕組みを生み
出すことを目指します。

平成29年3月公示の新学習指導要領では、新しい時代に求められる資
質や能力を子供た ちに育むために、「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業の工夫や改善が求められています。

「チャレンジャーズアカデミー」での“触れ合いによる学び”が、今後生徒の皆
さんが国際社会に出てグローバルな歩みを進めていく中で活かせる資質や
能力を育むとともに、運動やスポーツが好きになり、生涯にわたり豊かなスポ
ーツライフを送り健康的な人生を送るきっかけとなることを期待しています。

松原良香



１．実施概要（2023年度)
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【事業名】 アスリート先生学校派遣事業

【運営委託】一般社団法人FELICEスポーツクラブ

【主 催】 公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団

【日 程】 2023 年12月1日(金)

【実施校】 東京都港区立御成門小学校 (東京都港区芝公園３丁目２−４）

【実施クラス】 4年1組 34人、 4年2組 34名、 合計：68名（2クラス)

【目 的】 海外を経験したことのある元アスリート＝「チャレンジャー先生」が教師役となり

 運動と講義の授業を実施し、子どもたちへアスリート自身が海外に出たきっか

けや、どのように語学やコミュニケーション能力を身に付けたのか、また海外で

遭遇した困難をどう乗り越えたかなど、自身の経験を伝えることで、子どもたちが

国際感覚を養い、将来世界を舞台に活躍することを意識するきっかけをつくる

【チャレンジャー先生】 松原 良香 先生、 ロペス・ワグナー 先生

【子どもたちに身に付けてほしい要素】

■語学力、コミュニケーション能力

■自己主張力、自立心

■グローバルな視点・多様性のある社会の創造など、新しい時代に求められる資質や能力

■スポーツを好きになり、生涯にわたり健康的で豊かなスポーツライフを送るようになること

【実施方法】運動と講義の2コマ1セットの授業を、クラス単位で実施

■運動の時間 チャレンジャー先生自身の競技・トレーニングを実践し、

その競技に親しむともに、スポーツの楽しさを知ってもらう

■講義の時間  目標を達成させるためにしたこと、海外での困難にどう乗り越えたかなど、

先生自身の経験や想いを伝え、生徒に国際社会て活動することについて

考えてもらう



2．授業構成（運動の時間）

①自己紹介～授業の目的を確認 (5分)

・自己紹介(名前、競技歴、今の活動など)
・今日の授業の目的を伝える

②準備運動 (10分)

・ウォーミングアップ、ストレッチ、体操など実施
※自身の競技の特性を活かしたウォーミングアップを行う
※怪我予防のため、動きの効能・目的を伝える

③主運動 (25分)

・目標に向かって仲間と協力し合い努力すること、
その達成感とスポーツの楽しさを感じてもらえるよう、
効果的に声がけをする
※目標設定と作戦会議の時間を設ける

④まとめ (5分)

・子どもたちが良く考えたこと、努力をした点を評価する
・次の授業は教室のため、移動を促す

⑤挨拶・着替え (休み時間10分間)

※授業の最初や最後
 アスリート先生による競技のパフォーマンスを披露
 ⇒子どもたちに、世界で戦った
アスリートの凄さを知ってもらう
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① 自己紹介・自身の国際経験の話 (25分)  

自己紹介
・選手時代の写真やスライド、VTR映像があれば、

用いて自己紹介
・簡単なプロフィールを配布または黒板に掲示
・現役時代にプレーした国、遠征で滞在した国の情報

国際経験の話
以下のテーマのうち最低2つを入れて話します。
◆海外に出たきっかけ、現地でどのようにコミュニケーションをとれるようになったのか
◆海外で遭遇した困難とは？それをどう乗り越えたか？
◆日本と海外の違い、海外でびっくりしたこと
◆海外を経験してよかったこと、どのような強みができたか
◆海外に出て感じた日本の良いところ、もっとこうした方が良いと思うところ

③授業のまとめ (5分)

各グループの発表を受け、チャレンジャー先生が
生徒へのメッセージ、アドバイスなど、
この授業で一番伝えたかったことを最後に伝えます。

② グループワーク・発表 (10分)

①で先生の話を聞いたうえで、子どもたちが感じたことを話し合い、
国際社会に出ること、語学の習得、将来の目標など、
自身のことにあてはめ考えられるように
気づきを与えることを目的とします。

グループに分かれ、それぞれ感じたことを出し合う(5分)
↓
各グループの代表者が話し合ったことをまとめ発表(5分)

④記念撮影 (5分)
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3．授業構成（講義の時間） ※45分



主運動（パス＆コントロール、ミニゲーム)

自己紹介・準備運動

【日 程】 2023年12月1日(金)
【チャレンジャー先生】 松原 良香 先生(アトランタ五輪サッカー日本代表)
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4.授業レポート① 4年1組 運動(45分)

先生の自己紹介と授業の目的を共有。元日本代
表でブラジルで監督をするゲスト講師ロペス・ワグナ
ー先生と一緒に、サッカーに親しむことを伝えます。

準備運動は、リズムに合わせながらステップを踏む
「ブラジル体操」を実施。先生の見本を真似て、みん
なで楽しみながら身体と心をほぐしました。

サッカーの基本動作「蹴る・止める」の練習となる対面「パス＆コントロール」を実施。足のどの部分にボールを当てるの
か、蹴る強さや方向などをレクチャーしました。思うように相手にパスができない生徒もいましたが、ロペス先生がお手本
を見せながらコツを教え上達する生徒もいました。

運動の授業の最後は、運動場を2面に分けミニゲームを実施。女子も男子も関係なく、みんな積極的にボールを追い
かけ、チームとして勝つために協力しながらゲームに臨みました。

【今後に向けて】 クラスの様子を事前にヒアリングしチャレンジャー先生に共有しておくと、生徒への話し方や指導の仕
方など工夫することで、授業がスムーズに進行すると感じました。



グループワーク、発表

チャレンジャーズ先生の経歴・海外での挑戦の話

【日 程】 2023年12月1日(金)
【チャレンジャー先生】 松原 良香 先生(アトランタ五輪サッカー日本代表)
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4.授業レポート② 4年1組 講義(45分)

高校卒業後に単身ウルグアイに渡ったこと、そこでのカルチャーショックや日本との生活環境の違いに戸惑ったこと、
積極的に周りの選手や監督とコミュニケーションをとることで乗り越えられ、「自立」することにもつながったことを伝えました。

サッカーや講義の授業を通して、感じたこと、印象に残ったことをグループで話し合い、代表者に発表してもらいました。
海外でもコミュニケーションにより困難を乗り越えられることや、「自立」することの大切さを実感していました。御成門小
学校の教育目標「自立と共生」が、松原先生の経験を例にイメージができたのではないでしょうか。

最後に松原先生より、「目標達成に向け諦めない気持ちを持つことの大切さ」「自分にできることを考え国内外問わず
何でも挑戦してほしい」と生徒へ伝えました。授業後には生徒たちからサインを求められていましたが、サッカーと講義の
授業が子どもたちの心に響いてくれていることを願います。

【今後に向けて】45分授業の中で、子どもたちに伝えたいメッセージを明確にし、ポイントを絞って海外経験や伝えたい
要点を話すことが重要だと感じた。



主運動（、ミニゲーム)

自己紹介・準備運動

【日 程】 2023年12月1日(金)
【チャレンジャー先生】 ロペス・ワグナー先生(元サッカー日本代表)
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4.授業レポート③ 4年2組 運動(45分)

ロペス・ワグナー先生の出身地、ブラジルの公用語で
あるポルトガル語の数字をみんなで声を出しながらジョ
ギング。

準備運動の「ブラジル体操」を初めて経験する生徒ばかり
でしたが、リズムにのりながら腕を回したり、先生のポルトガ
ル語に合わせてステップを踏みました。

ポルトガル語での指示に従い動作をする1対1のゲーム。「頭、お尻、膝、肩、ボール」など、生徒たちは集中してロペス
先生の指示をよく聞き、「ボール！」の指示で目の前のボールを奪いゴールへ運び得点を決めた方が勝ちというゲーム。
担任教諭も指令を出し、生徒たちも盛り上がっていました。

運動の授業の最後は、運動場を2面に分けミニゲームを実施。先生たちも交え、純粋にサッカーを楽しんでいました。

【今後に向けて】 外国語を使った運動メニューは、楽しみながら外国語に触れることで、今後の人生において海外志
向や国際的な視野ももつための一助となるのではないかと期待が持てました。



グループワーク、発表

チャレンジャーズ先生の経歴・海外での挑戦の話
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4.授業レポート④ 4年2組 講義(45分)

父親を早くに亡くし、経済的にも恵まれない中でレモンを使ってサッカーを練習したことや、女手一つで育ててくれた母親のた
めに練習に励みプロの選手になったこと、よりステップアップをするために日本に渡ったこと、日本で稼いだお金で故郷の母親
や兄弟に家を贈ったことなど、ロペス先生ならではのブラジル・日本での苦難や挑戦の話は、子どもたちの胸に響きました。

サッカーや講義の授業を通して、感じたこと、印象に残ったことをグループで話し合い、代表者に発表してもらいました。

最後にロペス先生より、チャレンジすること、家族を大切にすること、人に感謝することなど、国際人として重要なことを
子どもたちに伝えました。ロペス先生の言葉にしっかりと耳を傾け、授業後にはサインをねだる生徒の姿も見受けられま
した。

【今後に向けて】 外国出身のアスリートの話は、言葉や外国での実体験が豊富であることもあり、子どもたちの心によ
り響き印象に残りやすいとの印象を持ちました。来期以降の講師の選定にもつなげたいです。

【日 程】 2023年12月1日(金)
【チャレンジャー先生】 ロペス・ワグナー先生(元サッカー日本代表)



5. 受講者アンケートの結果①

Q1 サッカーの授業の感想（複数回答可） ※必須回答
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4

11

2

6

11

18

18

20

3

42

0 10 20 30 40 50

その他

緊張した

やる気が出なかった

意欲がわいた

クラスメイトとの絆を感じた

サッカーに対する知識が増えた

難しかった

上手にできた

つまらなかった

楽しかった

4 ( 52 )

Q2 教室での講義の授業の感想（複数回答可）※必須回答

0

2

0

17

24

18

6

30

1

37

0 10 20 30 40

その他

緊張した

やる気が出なかった

意欲がわいた

海外についての知識が増えた

サッカーの知識が増えた

難しかった

興味がわいた

つまらなかった

楽しかった

4 ( 52 )

回答者 1組：27名、2組：25名、計52名



5. 受講者アンケートの結果②

Q3 あなたは将来または近い未来の夢や目標をもっていますか？（どれか一つ） ※必須回答

11

Q4 (将来または近い未来の夢・目標がある方）達成に向けて取り組んでいることはありますか。

32
5

13

0
2

(3 )

32
4

15

1

回答者 1組：27名、2組：25名、計52名



5. 受講者アンケートの結果③

Q5 本日の授業をうけて、大切だと思ったことは何ですか?(複数回答可) ※必須回答

12

0

17

21

34

36

6

17

25

25

17

38

0 10 20 30 40

その他

海外や異文化を知ること、理解すること

健康管理

失敗を恐れないこと

失敗・挫折をして乗り越えること

リーダーシップ

自己主張・自分の意見を伝えること

積極性

勉強・知識を身に付けること

語学力

コミュニケーション能力

4 ( 52 )

Q6 スポーツは好きですか? Q7 英語や外国語の勉強は好きですか?

3013

8
1 0

11

15
11

9

6

回答者 1組：27名、2組：25名、計52名



5. 受講者アンケートの結果④

Q8 松原先生へメッセージ (一部抜粋)

13

大切だと思った中でも一番大切だと思ったのは、コミュニケーション能力です。海外へ行った時のために、大切
だと思ったからです。

ぜったいにサッカーの選手になります。（しょうらいのゆめ）

よしか先生は、ことばも知らないのにすごいなと思った。

日本代表になれるのがすごいと思いました。
(質問)なんで、サッカー選手になろうと思ったのですか? 日本代表になった時、どういう気持ちになりましたか?

(質問)練習は、一日にどれくらいしているのか？なぜ、リーダーシップがいるのか?

またサッカーを出来たらいいなと思いました。とても楽しく、サッカーを好きになれたからです。

私は、「自立」の言葉が良いと思いました。今日から、勉強のこうもくを作ってみたいと思う。

サッカーが少しずつ好きになりました。体に気を付けてください。

(質問)なぜ、ワールドカップで緊張しないのか?

自立をするのが大切だと思った。

興味がわきました。自立することをふまえて将来に向けてやっていきたいです。

大切な話をしてくれたので、夢に向かって頑張りたいし、積極的にすることを大切にしていきたいです。

これから何があってもくじけずにがんばって！

これからも、サッカーの勉強やほかの勉強もがんばってください。

サッカー時は先生がリフティングとかをしてて見てて上手だなと思いました。パスの仕方もうまいと思いました。
授業では、自立が大事だと思いました。

回答者 1組：27名、2組：25名、計52名



5. 受講者アンケートの結果④

Q8 ロペス先生へメッセージ (一部抜粋)
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色々なサッカーの知識やポルトフガル語で数字や色々なことを教えてくれて、ありがとうございました。

私はサッカーが少し苦手だったけど、ロペスさんの話を聞いて、サッカーに興味をもちました。Thank  you

松原先生・ロペス先生、わざわざ学校に来てくれてありがとうございました。サッカーのことやブラジル語などを教えてくれてあり
がとうございました。
これは一生のかほうにします。本当にありがとうございました。

ロペスさんと一緒に盛り上がりながら一緒に授業ができて楽しかったです。本当にありがとうございました。
Tack såmycket ※スウェーデン語で「ありがとう」

サッカーを蹴るのは少し難しかったけれど、相手の人とサッカーの遊びをすることで蹴るのは慣れてきたと思った。

ポルトガル語とサッカーをやれて楽しかった。

ポルトガル語の数字を教えていただいて、ありがとうございました。

お金がなくても夢をかなえられることは、とてもすごいことだと思いました。

厳しい生活の中でもプロサッカー選手を目指してなれたことが凄いと思いました。
夢はあきらめないということを教わりました。

やりたいという熱や勢いがあれば、夢がかなうことがわかりました。

サッカーの興味がわきました。
(質問)サッカーが上手くなるコツはなんですか？

ブラジルから日本へ来て、御成門小学校でサッカーの授業をしてくれてありがとうございました。

ロペスさんたちとサッカーができてとても楽しかったです。

サインがもらえて嬉しかったです。

サッカーについてよくわかったし、少し難しかったけれど、楽しんで取り組めました。
色々教えてくださり、ありがとうございました。

(質問)なぜ、プロサッカー選手になりたかったのですか?

授業を受けて、少しスポーツに興味をもちました。そして、努力をしたらいいことにつながるということが分かりました。

小さい時からレモンでなんかいもリフティングをしていてとてもすごいと思いました。

学校にブラジルのことなどを教えに来てくれてありがとうございます。

サッカーの授業をしてくれてありがとうございました。とても楽しく学べました。これからもがんばってください。

サッカーについて沢山知識が増えました。ありがとうございました。

サッカーを教えてくれてありがとうございました。楽しかったです。また来てください。

回答者 1組：27名、2組：25名、計52名



6. 質問への回答
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なぜサッカーをはじめようと思ったのですか?

私は静岡県出身ですが、静岡県はサッカーが盛んで兄や友だちみんながサッカーをやっていま
した。その影響で、自分もはじめました。

どうしてサッカー選手になったのですか?

(松原先生)私が高校生のとき、キングカズこと三浦知良選手がブラジルでプレーしていました。
三浦知良選手も静岡県出身で、ブラジルで活躍する様子がテレビでよく流れていました。
かっこいいなと思い、自分もプロサッカー選手になりたいと思いました。
(ロペス先生)お金を稼いで、お母さんに家をたててあげたかったから。

日本代表になったとき、どういう気持ちになりましたか?

私はアトランタオリンピック代表でしたが、日本代表になったことよりも、オリンピックアジア予選
を突破し、オリンピックの本大会に出場が決まったときの方がたまらなく嬉しかったです。

なぜW杯で緊張しないのか?

緊張は常にしますが、チームの目標に向かって毎日努力しているので、ピッチに経ったときは
「やってやるぞ」という意気込みの気持ちが強いです。

練習は一日どれくらいしていますか？

チームの練習は2時間弱ですが、自主トレーニングをします。個人のシュート練習や分析、筋
トレや身体のケアを合わせると4～6時間ぐらいです。練習量は多くありませんが、栄養をとる
こと、睡眠をとること、ストレスをかけないことなど、コンディションを整えることに気を遣います。

サッカーが上手くなるコツは何ですか?

努力すること、努力を続けることが大事です。練習を毎日少しずつでも続けることがコツです。

なぜリーダーシップは必要なのか？

私の経験では、自分で自分の道を切り開くことが最も重要だと思います。人から言われること
ではなく、自分がどうしたいのか、どうなりたいのか、どうすれば人の役に立てるのかを考えます。
こうなりたいと思ったら、そのための努力をします。

(ロペス先生へ) 試合を何回やったのか、知りたいです。

大人になってからの公式戦への出場回数は、400 試合です。
JFL(社会人リーグ)：205 試合、Jリーグ：175 試合、日本代表チーム：20試合
練習試合もあわせると、たくさん試合をやりました。
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